








































































































































































































































































●実践期間：2014 年 9 月 10 日～ 9月 25 日　計 6時間














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































9月 11日 「平和のとりでを築く」p.85 ～ p.87 の写真を見て、どのような内容が書かれているかを予測する。内容理解のための重要語句や文に線を引く。
9月 12日 p.85 ～ p.88本文の前半に書かれていることを、「質問」ワークシートを使って確認する。






































































































⑴　徳島県では 2012 年に、徳島県教育委員会と JTMとくしま日本語ネットワークとの協
働事業「平成 24 年度徳島県『帰国・外国人児童生徒サポートシステム開発モデル事業』」
として、外国人児童生徒に対する日本語教育に取り組み始めた。2014 年度には、予算を




















html（2015 年 5 月 30 日アクセス）
⑹　外国人児童生徒の総合的な学習支援事業の一環として、平成 22 年度から平成 24 年度に
かけて文部科学省が東京外国語大学に委託し開発した「学校において利用可能な日本語能
力」の測定方法。ホームページにも掲載されている。『Dialogic Language Assessment for 
Japanese as a Second Language　外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント』（文
部科学省初等中等教育局国際教育課）http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/
　003/1345413.htm（2015 年 5 月 30 日アクセス）
⑺　筆者は 2013 年 10 月 22 日と 2014 年 10 月 21 日に鳴門教育大学で光元聰江氏の講義を拝
聴した。




図書、Hammond, J.（2001）Scaﬀ olding and leaning in language and literacy 












































文部科学省ホームページ（2015 年 8 月 10 日アクセス）
　「帰国・外国人児童生徒教育等に関する施策概要」
　　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/001.htm
　「学校教育法施行規則の一部を改正する省令等の施行について（通知）」
　　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/1341903.htm
横田淳子・小林幸江　（2005）「外国人児童の教科学習のための日本語指導文型」『留学生日
本語教育センター論集』31、pp.111－124．東京外国語大学
（もとき　よしえ・四国大学非常勤講師）
－ 87 －
（32）
